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８
月
15
日
、
つ
が
る
市
成
人
式
が
対
象
者
４
３
８
人
の
う
ち
３
２
５
人
が

出
席
し
、
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ―

「
松
の
館
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
市
長
は
「
困
難
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
、
自
分
を
磨
く
砥
石
で
あ
り
、

困
難
に
戯
れ
る
位
の
気
概
を
も
っ
て
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
決
し
て

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
ふ
る
さ
と
の
温
も
り
や
、
家
族
、
縁
あ
る
方
の
お

陰
で
今
の
自
分
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
、
持
ち
う
る
力
を
存
分
に
発
揮
し

て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

 

誓
い
の
言
葉

成　

田　

聖　

司　

　

平
成
19
年
夏
。
今
、
私
達
は
新
成

人
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
行
動
に
責

任
が
伴
う
と
い
う
こ
と
を
、
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
集
う
私
達
は
、
こ
れ
か
ら

様
々
な
困
難
が
待
ち
受
け
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
ど
こ
に
い

て
も
、
ふ
る
さ
と
「
つ
が
る
市
」
を

忘
れ
ず
に
、
し
っ
か
り
前
を
見
つ
め

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
に
生
ま
れ
て
、
今
ま
さ
に
平

成
を
生
き
抜
こ
う
と
し
て
い
る
。
そ

ん
な
私
達
を
、
い
つ
ま
で
も
温
か
く
、

そ
し
て
時
に
は
厳
し
く
見
守
っ
て
い

て
く
だ
さ
い
。

　

私
自
身
、「
つ
が
る
市
」
に
生
ま

れ
た
こ
と
を
誇
り
に
、
力
い
っ
ぱ
い

が
ん
ば
っ
て
成
長
し
続
け
る
こ
と
を

こ
こ
に
誓
い
、
成
人
を
代
表
し
て
の

言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

山　

谷　

桂　

子　

　

成
人
式
で
は
、
懐
か
し
い
友
達
と

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

昔
と
違
い
学
校
も
離
れ
な
か
な
か

会
う
こ
と
も
な
く
、
久
し
ぶ
り
に

あ
っ
た
友
達
は
驚
く
程
大
人
び
て
い

た
け
れ
ど
、
月
日
が
過
ぎ
て
も
変
わ

ら
な
い
モ
ノ
も
多
々
あ
る
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

最
後
の
十
代
も
あ
と
少
し
、
私
も
も

う
す
ぐ
仲
間
入
り
で
す
。

20
歳
は
立
派
な
大
人
、
体
も
心
も
ま

だ
ま
だ
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

澤　

田　

亮　

太　

　

成
人
式
を
終
え
て
自
分
が
20
歳
に

な
っ
た
と
は
今
だ
に
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。

　

私
は
今
、
学
生
で
す
が
勉
強
が
忙

し
く
進
路
に
つ
い
て
は
現
在
悩
ん
で

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
成
人
と
い
う
節
目
を
迎

え
た
以
上
は
自
分
の
行
動
に
は
責
任

を
持
ち
、
大
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

つ
が
る
市
の
成
人
式
を
終
え
た
み

な
さ
ん
、
自
分
の
目
標
を
持
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

成　

田　

司　

子　

　

今
年
成
人
を
迎
え
る
私
達
は
、

テ
ー
マ
の
よ
う
に
昭
和
っ
子
最
後
の

成
人
に
な
り
ま
す
。

　

夏
に
行
う
つ
が
る
市
の
成
人
式
は

ド
レ
ス
で
出
席
す
る
人
が
多
い
中
で
、

私
は
、
振
り
袖
で
出
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
良
い
記
念
で
す
。

　

そ
し
て
、
久
し
振
り
に
会
う
旧
友

た
ち
は
変
わ
っ
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
の
人
も
い
て
懐
か
し
く
楽

し
い
も
の
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
成
人
だ
と
言
う
自

覚
を
持
ち
、
心
身
共
に
成
長
し
て
ゆ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。



　つがる市の皆さん、こんにちは！米国マサチューセッツ州出身のベルテ・デーナと
申します。「デーナ」と呼んでください。
　スミス大学の東アジア文学部を卒業し、JETプログラムの国際交流員としてつ
がる市役所企画課に勤めることになりました。
　出身地はノースハンプトンという人口約３万人の町です。1654年に開拓され
たノースハンプトンは日本に比べれば歴史は短いですが伝統的な街並みの雰囲
気があり、また青森県のように四季がはっきりと分かれています。
　雨がよく降って花が咲く春、蒸し暑い夏、きれいな紅葉の秋、それから雪が
降って寒い冬です。でもつがる市の方が雪は多そうなので、冬のスポーツも
楽しみたいと思います。
　日本語と日本の文学の他にもたくさんの興味があり、色々なダンスを
するのが大好きで、大学の時にアメリカの1930年代の「リンディー・
ホップ」というダンスを勉強していました。他の趣味は古い映画を
見たり、ハイキングをしたり、音楽を聴いたりすることです。
　日本に住むことになり、日本でしかできないことを習うチャンス
が多いと思うので、日本料理や津軽弁を習いたいと思っています。
　仕事をしながら、皆さんとお互いの文化を分かり合うのを楽しみ
にしております。もし国際交流についての希望があれば、遠慮なく
声をかけてください。どうぞよろしくお願いいたします。

　

つ
が
る
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会（
福
島
弘
芳
会
長
）

は
、
８
月
16
日（
Ｈ
18･

12･

10
〜
）で
交
通
死
亡
事
故

皆
無
２
５
０
日
を
達
成
し
、
20
日
、
青
森
県
警
察
本
部

に
お
い
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

県
警
本
部
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
坂
県
警
本
部
長
か

ら
成
田
収
入
役
に
感
謝
状
が
、
つ
が
る
市
交
通
安
全
母

の
会（
花
岡
ト
キ
会
長
）に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

坂
県
警
本
部
長
は
「
市
を
挙
げ
て
安
全
・
安
心
へ
の

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
感
謝
し
ま
す
」
と
敬
意

を
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
成
田
収
入
役
は
「
関
係
機
関
の
協
力

に
よ
り
達
成
で
き
た
も
の
で
す
の
で
、
市
全
体
の
取
り

組
み
課
題
と
し
て
２
５
０
日
と
い
わ
ず
、
５
０
０
日
以

上
を
目
指
し
た
い
」
と
話
し
、
花
岡
会
長
も
「
組
織
と

し
て
横
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体

と
連
携
し
て
交
通
安
全
活
動
を
し
、
伸
ば
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

交通事故死ゼロ
250日達成

　

８
月
21
日
、
平
成
19
年
度
つ
が
る
市
戦

没
者
追
悼
・
平
和
祈
念
式
が
生
涯
学
習
交

流
セ
ン
タ
ー「
松
の
館
」で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
戦
没
者
に
対
し
黙
祷
を
捧

げ
、
追
悼
の
言
葉
と
し
福
島
市
長
か
ら

「
安
全
で
安
心
、
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
つ
が
る
市
と
し
て
、
今
後
も

平
和
と
市
民
の
幸
福
を
願
い
住
民
の
福

祉
の
向
上
と
、
郷
土
の
発
展
に
ま
い
進
す

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
つ
が
る
市
遺
族
会
代
表
と
し
て

工
藤
光
則
会
長
か
ら
「
つ
が
る
市
が
思
い

や
り
と
や
さ
し
さ
に
あ
ふ
れ
た
新
田
の

歴
史
が
彩
る
日
本
の
ふ
る
さ
と
と
し
て

発
展
が
出
来
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
、
ご
遺
族
や
関
係
者
が
献
花
を

行
い
、追
悼
の
合
唱
（
お
ぼ
ろ
月
夜
）を
し
、

最
後
に
静
か
に
手
を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

恒久平和を祈念し

国
際
交
流
員（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
）の

　
　

ベ
ル
テ･

デ
ー
ナ 

で
す
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子供交通指導隊が、早朝の街頭指導　　－館岡地区－
　９月２日、木造館岡の県道12号で、交通安全協会館岡支部
の館岡子供交通指導隊、交通安全母の会の会員ら関係者ら35
人が朝の街頭指導を実施しました。
　街頭指導では、「交通安全」シールを貼った地元特産のメ
ロンを、道行くドライバーに子供交通指導隊員らが「交通安
全をお願いします」と声を掛けながら、手渡していました。
　ドライバーは「気をつけます」とメロンを受け取っていま
した。

新潟の被災者へ「災害見舞いチャリティー祭り」
　つがるライオンズクラブは、馬市まつり期間中に、新潟県
中越沖地震で被災された方への災害見舞いチャリティー祭り
を行い、たくさんの方が協力して頂きました。
　募金は「つがる産じゃがいも詰め放題募金」として、規格
外のじゃがいもが用意され、会場では試食用のポテトフライ
や豚汁が振る舞われました。
　集まった金額は47,743円で、クラブ員が直接、被災地へ
持参し、現地でボランティア活動を行う予定になっています。

特産品を使った商品を試食　　　－商工会館前－
　８月24日、「青森・食彩つがる」つがる市ブランド構築事
業による特産品試食会が商工会館前で行われました。
　高品質の穀物や野菜を原料とした既存加工商品の価値を高
め、新商品の開発や全国展開を目指して、若返り粉を使用し
たうどんやパン、トマト（桃太郎）を使用したジャムやゼリー
等７品が用意され市民が試食をしました。
　試食後はアンケートに記入し、今後の商品化に向けて改善
に取り組んでいくそうです。

公民館フォーラム開催　　　　　　　－松の館－
　８月27日、「松の館」で第48回青森県公民館フォーラムが
開催されました。
　県内の公民館職員らおよそ160名が参加して行われた
フォーラムは、「地域資源を活用した公民館のあり方」と題
して行われ、現在の公民館事情を踏まえ、市民に身近な公民
館を目指し、活力と潤いのある地域社会に貢献するため職員
が活発な意見交換を行いました。

人権擁護委員を退任　　　　　　　　－市役所－
　７月６日、市役所相談室で元人権擁護委員の安部鐵雄さん
へ感謝状が総務省より手渡されました。
　安部さんは、平成６年４月に旧稲垣村で人権擁護委員を
今年6月末まで、13年間に渡り人権問題、啓発活動はもちろ
んのこと、直接人権に関わらないことにも身近な相談員とし
て活躍されました。
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少し遅い収穫ですが・・・　　　　－館岡地区－
　８月29日、瑞穂小学校の３年生が、遅いスイカの収穫を体
験しました。
　館岡の野呂民治さんの畑を借りて６月に植えた苗は、大き
な実をつけており、児童らは重そうにしながら収穫をしまし
た。
　野呂さんは「夏休みの終わりに合わせて収穫させるのに大
変でした」と話していましたが、児童がおいしそうにスイカ
を食べる姿に、苦労も飛んだようでした。

健康ウォーキング教室　　　　　　　－柏地区－
　８月21日、ウォーキング教室が柏地区で行われました。
　今回は17人が参加して行われましたが、途中、雨にみまわ
れたせいか湿度も上がり蒸し暑いウォーキングでした。
予定より距離を短縮して行われ、岩木山をバックに「リンゴ
が赤ければネ」と残念そうに話していました。
　「ウォーキングは、景色を楽しみながら歩くのが楽しい」
と参加者は話していました。

校庭の樹をボランティア剪定　　　－柏中学校－
　８月21日、NＰＯ法人つがる夢庭志仙会（代表 荒谷政志）
の会員が柏中学校校庭の樹木の剪定ボランティアを行いまし
た。
　会員の成田政さんは、茨城からつがる市にＵターンしてき
た方で、中学校の校庭にある慰霊碑の清掃や松の樹の剪定な
どに汗を流していました。
つがる夢庭志仙会では、中学校の奉仕活動を始めて3年目と
なり、「これからも続けて行きたい」と話していました。

県民体育大会で相撲競技が優勝
　７月下旬から８月にかけてむつ市をメイン会場に行われた、
青森県民体育大会で、つがる市は市の部総合８位に終わりま
した。
　そんな中でも、相撲競技においては８月11日に開催され団
体種目で４戦全勝という成績で見事３連覇を果たし総合成績
に貢献しました。

きれいに咲かせてネ！　　　　－木造西幼稚園－
　７月につがる市人権擁護委員会が、人権の花運動として市
内保育所(園)・幼稚園に花の苗をプレゼントしました。
　子どもたちに協力して育ててもらい、生命の尊さを実感す
る中で、豊な心、やさしさと思いやりの心を育んでもらいた
いと苗を贈りました。
　園児らは「大切に、お花が咲くようにお世話をします」と
お礼を言っていました。




